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はじめに 
 

 

 

 

近年、全国各地で記録的な豪⾬が発⽣し、大規模な⾃然災害が起きています。 

大牟田市におきましても、令和２年７⽉６⽇からの記録的な豪⾬により、大規模な浸水が

起こり、市内全域で多くの住宅が床上・床下浸水に⾒舞われ、道路、河川、農業⽤施設、事

務所や店舗などに甚大な被害が発⽣しました。 

大牟田市においては、これまで福岡県の治水事業をはじめ、大牟田市の河川事業や下水道

事業など、さまざまな浸水被害軽減対策を実施してきましたが、未だ被害が発⽣しており、

⾃然災害に対するさらなる対応が求められています。 

そこで激甚化する豪⾬を踏まえた浸水被害の軽減を図るため、「令和 2 年 7 ⽉豪⾬のよう

な大規模な災害から市⺠の⽣命・財産を守る災害に強いまち」を基本⽅針とする「大牟田市

排水対策基本計画」を策定しました。 

本計画は、「流域治水」の考え⽅に基づき、今後 20 年間で実施する浸水被害を軽減する

ための対策事業や効果もとりまとめており、災害に強いまちづくりに向けた指針となるもの

です。 

大牟田市では、市⺠の皆様と共に浸水被害の軽減を⽬指していきたいと考え、今後はこの

基本計画を基に排水対策を着実に推進してまいりますので、ご理解とご協⼒をよろしくお願

い申し上げます。 

最後に、本計画の策定にあたり、ご尽⼒をいただきました大牟田市排水対策基本計画検討

委員会委員の皆様、貴重なご意⾒やご協⼒をいただきました市⺠の皆様及び関係機関の皆様

に心からお礼申し上げます。 

 

令和 5 年 3 ⽉ 
 

⼤牟⽥市⻑  関  好孝 
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1. 大牟田市排水対策基本計画について 

 

1.1 計画策定の背景と⽬的 

近年、気候変動の影響に伴う降⾬の局地化・集中化・激甚化が顕在化し、市街化の進展等

もあいまって、全国的に甚大な浸水被害が多発しています。 

大牟田市においても例外ではなく、令和 2 年 7 ⽉豪⾬では、梅⾬前線が九州付近に停滞

し、大気の状態が⾮常に不安定な状況が続いたため、大牟田市全域で記録的な大⾬となりま

した。この⾬は、大牟田市における観測史上最大級の降⾬量を記録し、市内各所で大規模な

浸水や⼟砂崩れ等が発⽣し、2 名の⽅がお亡くなりになるなど、甚大な被害をもたらす未曾

有の豪⾬災害となりました。 

 

このため本市では、大牟田市令和 2 年 7 ⽉豪⾬災害検証委員会において、被害の経過、原

因及び⾏政の緊急対応等における課題等の整理や検証等が⾏われ、その結果を今後の防災・

減災等の対策に資する提言が取りまとめられました。 

この中で、浸水原因の詳細な検討が必要であるとともに、今後の対策の⽅向性として、国

が⽰す「流域治水」への転換を進め、河川、下水道等の管理者が主体となって⾏う治水対策

だけでなく、集水域、河川区域、氾濫域も含めて⼀つの流域として捉え、その流域の関係者

全員が協働して、被害の減少・多層的な取組みを進めていくことが望ましいとの提言を受け

ました。 

 

これまでも、福岡県や本市においては、それぞれが所管している各種治水事業を推進し、

計画的に浸水の軽減に向けた取り組みを⾏ってきました。また、令和２年７⽉豪⾬後の復旧

⼯事等につきましては、三川ポンプ場復旧⼯事を除き、令和４年度末に完了予定となってい

ます。 

しかし、気候変動の影響を受け、⾬の降り⽅が変化している現在、早急に浸水被害を軽減

するためには、これまでのようなハード整備だけでは対応することが難しいと考えられてい

ます。このため、⾏政のみならず、あらゆる機関、市⺠が協働して、取り組む必要があり、

市域の浸水要因を分析し、「流域治水」の観点で、効果的・効率的な対策を推進していく必

要があります。 

 

そこで、浸水被害の軽減による災害に強いまちづくりを進めるため、大牟田市の浸水特性

や浸水要因を総合的に把握したうえで、効果的かつ効率的なハード対策から、市⺠との協働

によるソフト対策まで、総合的な視点に⽴った大牟田市排水対策基本計画を策定するもので

す。  
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◇流域治水とは（国⼟交通省 WEB サイトより抜粋） 

○ これまでは、急激な市街化に伴って⽣じる宅地開発や地⾯の舗装等による⾬水の河川

への流出量の増大に対して、都市部の河川において、流出量を抑える対策として調整

池の整備等の暫定的な代替策を実施。（従来の総合治水） 

○ 今後は、気候変動による降⾬量の増加に対応するため、都市部のみならず全国の河川

に対象を拡大し、河川改修等の加速化に加え、流域のあらゆる既存施設を活⽤した

り、住まい⽅の⼯夫も含め、流域のあらゆる関係者との協働により、流域全体で総合

的かつ多層的な対策を実施。（流域治水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1 流域治水のイメージ 

出典）「「流域治水」の基本的な考え⽅」（国⼟交通省） 
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1.2 計画の位置づけ 

本計画は、南筑後圏域流域治水協議会において取りまとめた「南筑後圏域 流域治水プロ

ジェクト」をはじめ、排水に係る既存の河川計画や地域防災計画などとの整合を図ります。 

また、策定にあたり、令和２年７⽉豪⾬災害の対応に関する提言書、大牟田市排水対策基

本計画検討委員会の意⾒やパブリックコメントによる市⺠意⾒を反映します。 

さらに、本計画に基づき、あらゆる関係機関との施設整備や既存施設の有効活⽤、ソフト

対策等への連携を図っていきます。 

なお、本計画は、今後の社会情勢の変化や、気候変動の影響等の変化に応じて、必要な⾒

直しを⾏っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.1 大牟田市排水対策基本計画の位置づけ 
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1.3 計画対象区域 

本計画の対象範囲は、大牟田市域 81.45km2 とし、浸水軽減に取り組んでいきますが、流

域治水の考え⽅に基づき、周辺市町である、みやま市、荒尾市、南関町を含め流域全体で検

討を⾏います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1 対象範囲（大牟田市域） 

 

 

 

 

 

  

みやま市 

荒尾市 

南関町 
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1.4 令和 2 年 7 ⽉豪⾬の概況 

 

1.4.1 浸水発⽣時の気象状況 

令和２年７⽉３⽇から 31 ⽇にかけ発⽣した「令和２年７⽉豪⾬」のうち、九州地⽅にて

大⾬を記録した７⽉６⽇から７⽉８⽇にかけての期間については、梅⾬前線が九州付近に停

滞し、太平洋⾼気圧の周辺から梅⾬前線に向かって暖かく湿った空気流れ込んだ影響で、九

州では大気の状態が⾮常に不安定な状況が続いたため、広い範囲で記録的な大⾬となりまし

た。 

福岡県では６⽇未明から８⽇朝にかけて、各地で局地的に猛烈な⾬や⾮常に激しい⾬が降

り、記録的な大⾬となりました。６⽇ 16:30 に大牟田市、⼋⼥市、みやま市、広川町に大

⾬特別警報が発表され、7 ⽇ 11:40 には大⾬警報に切り替えとなりました。 

この大⾬で、６⽇の⽇降⾬量は、大牟田（大牟田市）で 388.5mm を観測し、７⽉の⽉降

⾬量平年値（373.5mm）を超えました。このほか、6 ⽇ 0:00 から８⽇ 9:00 までの降⾬量

は、大牟田で 665.5mm となったほか、筑後地⽅を中心に 500mm 以上となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.1 アメダス総降⾬量の分布図（7 ⽉ 6 ⽇ 0 時〜8 ⽇ 9 時） 

出典）「大牟田市令和２年７⽉豪⾬災害検証報告書」令和３年２⽉（大牟田市令和２年７⽉豪⾬

災害検証委員会） 
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1.4.2 市内地点別の降⾬⽐較 

市内の降⾬観測所は、気象庁が設置しているアメダス観測所が 1 か所、⾬水ポンプ場に設

置されている降⾬計が 4 か所、九州地⽅整備局が設置している降⾬計が 1 か所、福岡県が設

置している降⾬計が 2 か所あります。今回の地点別の降⾬⽐較にあたっての代表地点として

は、下記の表に⽰す４施設の値を⽰します。 

降⾬データは総⾬量を、「7 ⽉ 6 ⽇ 00:00〜7 ⽉ 7 ⽇ 24:00」の 2 ⽇間⾬量とし、この

期間の「24 時間、3 時間、1 時間および 10 分間⾬量」を整理しました。 

この結果、各観測所ともに総降⾬量は 600mm を超えており、24 時間⾬量は 500mm を

超える⾬量を記録した箇所もあり、１⽇で例年の７⽉の１ヵ⽉の降⾬量（394.6ｍｍ︓

1991〜2020）を超える降⾬で、100ｍｍ/ｈ近い⾬が２時間以上継続し、本市において観測

史上最大の豪⾬でした。 

 

表 1.4.2 代表的な観測点毎の降⾬データ 

観測施設 
総⾬量 

（mm） 

24 時間 

⾬量 

（mm） 

3 時間 

⾬量 

（mm） 

1 時間 

⾬量 

（mm） 

10 分 

⾬量 

（mm） 

田隈 

(九州地⽅整備局) 
716.0 517.1 225.0 99.0 - 

歴木中 

（福岡県） 
606.0 528.0 262.0 105.0 19.0 

県⼟整備事務所 

（福岡県） 
653.0 446.0 211.0 95.0 19.0 

大牟田 

（気象庁アメダス） 
662.0 445.0 189.0 74.0 17.5 

出典）防災危機管理室データによる 
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図 1.4.3 大牟田市における令和 2 年 7 ⽉豪⾬の降⾬記録 

出典）気象庁レーダ⾬量データを基に作成 

  

累積雨量分布（7 月 5 日～7 月 8 日：4 日間） 
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1.4.3 既往豪⾬との⽐較 

令和２年７⽉豪⾬が発⽣するまで、本市における既往最大の豪⾬は、平成 2 年 6 ⽉ 28 ⽇

から 7 ⽉ 3 ⽇にかけて九州地⽅にかかった梅⾬前線の活動が、北東に移動する低気圧の影響

で活発化し、北部九州に大⾬を降らせたものが最大でした。 

過去最大を記録した平成 2 年の豪⾬と令和 2 年 7 ⽉豪⾬を⽐較したところ、総⾬量、短

時間⾬量全てにおいて、令和 2 年 7 ⽉豪⾬の降⾬量が多い結果となりました。 

なお、⽐較は、降⾬データが残っている気象庁のアメダスの記録により⾏いました。 

 

表 1.4.4 大牟田観測所（気象庁︓アメダス）における降⾬の⽐較 

発⽣時期 
総⾬量 

（mm） 

24 時間 

⾬量 

（mm） 

3 時間 

⾬量 

（mm） 

1 時間 

⾬量 

（mm） 

令和 2 年(2020).7.6 豪⾬ 662.0 445.0 189.0 74.0 

平成 2 年(1990).7.2 豪⾬ 335.0 312.0 123.0 51.0 

出典）気象庁 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.5 大牟田市における令和 2 年 7 ⽉豪⾬の降⾬記録 

出典）「大牟田市令和２年７⽉豪⾬災害検証報告書」令和３年２⽉（大牟田市令和２年７⽉豪⾬

災害検証委員会） 

 

参考として、気象庁のアメダスにおける既往降⾬の 1〜10 位の値として、1 時間降水量、

3 時間降水量、24 時間降水量、48 時間降水量を⽐較した結果、3 時間降水量、24 時間降水

量、48 時間降水量は、観測史上最大の降⾬となっています。 

 

  



１．大牟田市排水対策基本計画について 

9 

 

 

表 1.4.6 大牟田観測所（気象庁）の観測記録順位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）福岡管区気象台・気象庁 WEB サイト（過去の気象データ）より作成 

 

 

 

  

1時間降水量
通年の順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
値(mm) 99.0 76.0 75.0 73.0 72.0 68.5 66.0 64.0 63.0 62.0

起時
1981年
6月30日
09時00分

1990年
6月15日
07時00分

2013年
8月4日
12時00分

2020年
7月6日
15時20分

2014年
7月3日
10時40分

2016年
6月22日
22時50分

1995年
8月15日
21時00分

1984年
6月7日
21時00分

1999年
8月26日
16時00分

1987年
8月18日
08時00分

3時間降水量
通年の順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
値(mm) 188.5 162.0 133.0 129.0 123.0 120.5 113.0 108.5 107.0 107.0

起時
2020年
7月6日
17時20分

1981年
6月30日
10時00分

1984年
6月7日
22時00分

1988年
6月23日
19時00分

1990年
7月2日
09時00分

2016年
6月22日
23時30分

2014年
7月3日
12時00分

2013年
8月4日
14時00分

2001年
7月12日
11時00分

1982年
7月24日
07時00分

24時間降水量
通年の順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
値(mm) 446.5 396.5 312.0 310.0 304.0 300.0 299.0 295.5 282.0 .275.0

起時
2020年
7月7日
06時40分

2021年
8月13日
5時00分

1990年
7月2日
15時00分

1980年
8月30日
04時00分

2016年
6月23日
04時30分

1981年
7月1日
03時00分

1981年
6月30日
24時00分

2018年
7月7日
01時20分

1982年
7月24日
15時00分

2001年
7月12日
14時00分

48時間降水量
通年の順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
値(mm) 666.5 553.0 455.0 378.0 367.0 366.0 357.0 355.0 353.0 352.0

起時
2020年
7月7日
22時20分

2021年
8月14日
8時00分

1980年
8月30日
16時00分

1990年
7月2日
15時00分

l997年7月
10日

17時00分

2001年
7月13日
02時00分

2018年
7月7日
05時30分

1987年
7月20日
16時00分

1981年
7月1日
11時00分

1981年
6月30日
24時00分
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1.4.4 浸水被害状況 

令和２年７⽉豪⾬は、１⽇で例年の７⽉の１ヵ⽉の降⾬量（394.6ｍｍ︓1991〜2020）

を超える降⾬で、100ｍｍ/ｈ近い⾬が２時間以上継続したため、市内各所において、河川や

水路の溢水・越水が発⽣し、⼈的被害をはじめ、公共⼟木施設、農地・農業⽤施設や住家、

店舗、事業所などに甚大な被害をもたらしました。 

既往最大降⾬により、河川や水路の各所で溢水・越水が発⽣し、床上浸水 1,266 ⼾、床

下浸水 1,054 ⼾を数える未曾有の大災害となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.7 大牟田市における令和 2 年 7 ⽉豪⾬の床上・床下浸水及び浸水区域図 

出典）「大牟田市令和２年７⽉豪⾬災害検証報告書」令和３年２⽉（大牟田市令和２年７⽉豪⾬

災害検証委員会） 
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図 1.4.8 令和 2 年 7 ⽉豪⾬の浸水状況 

新開町（工業地域） 
令和 2 年 7 ⽉ 7 ⽇ 

東泉橋踏切跡周辺  令和 2 年 7 ⽉ 6 ⽇ 

みなと小学校 令和 2 年 7 ⽉ 7 ⽇ 

上屋敷町  令和 2 年 7 ⽉ 7 ⽇ 

国道 208 号（旭町）冠水  令和 2 年 7 ⽉ 6 ⽇ 

令和 2 年 7 ⽉豪⾬の浸水状況 
（※ベース図は浸水実績図） 

橘中学校南 

撮影日時:7/6 15:33 

旭町（国道 208 号） 

撮影日時:7/6 18:00 頃 

大黒町交差点 

撮影日時:7/6 16:58 

明治町 2 丁目交差点 

撮影日時:7/6 20:28 

駛馬公民館 

撮影日時:7/6 18:11 
樋口町 9-5 付近 

撮影日時:7/7 15:30 頃 

みなと小学校 

撮影日時:7/7 10:00 頃 
みなと小学校 

撮影日時:7/7 7:00 頃 

みなと小学校 

撮影日時:7/7 7:00 頃 

みなと小学校 

撮影日時:7/6 21:00 頃 

早米来 

撮影日時:7/6 16:01 

駛馬公民館 

撮影日時:7/6 20:53 

明治小学校 

撮影日時:7/6 19 時頃 

白銀川  令和 2 年 7 ⽉ 6 ⽇ 

11 
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2. 現状と浸水要因 

 

2.1 対象区域の特性 

 

2.1.1 地形 

大牟田市は市域の東部側の標⾼ 200〜300m の⼭地から、100〜150m の丘陵地に連な

り、⻄側の有明海に⾯する地域は、遠浅の海岸部の⾃然⼲陸化に加え、近世以前から農地獲

得のために⼲拓が進められ、近代以降は産業⽤地造成に向けた埋め⽴ても⾏われてきたこと

から、低平な⼟地が多く存在します。また、各所に周辺より地盤⾼の低い窪地が存在するな

ど、起伏のある低地となっていることが特徴です。 

中心市街地は、地形勾配の緩い低地に形成されており、水はけが悪く、有明海の満潮位よ

りも低いため、降⾬のタイミングによっては、降った⾬をスムーズに排水することが難しい

地形となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1 大牟田市の地形 

出典︓国⼟地理院データを基に作成 
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2.1.2 排水系統 

 

(1)河川について 

大牟田市内の河川は隈川水系、堂⾯川水系、大牟田川水系、諏訪川水系の４水系に分かれ

ており、福岡県が管理する 2 級河川 7 河川、大牟田市が管理する準⽤河川 1 河川、普通河

川 32 河川で降った⾬を有明海に流下させています。下流区間は有明海の潮位の影響を受け

て河川の水位が変化する感潮区間です。また、上流域では堀込河川となっており、地表に降

った⾬は河川に直接流⼊しますが、下流域は築堤河川となっているため、降った⾬の多く

は、直接河川に流⼊することが困難であり、その排水は下水道（排水路等含む）を介して河

川に流⼊することになります。 

 

(2)下水道（ポンプ場）について 

大牟田市内には白川、明治、浜田町、諏訪、三川の 5 つのポンプ場があり、河川への⾃然

流下が困難な排水を、⾬水幹線でポンプ場に集め、河川へ排水しています。特に、市内には

満潮位（T.P.＋2.6ｍ）よりも低い⼟地に⼈口が集中している箇所があるため、潮位や河川

水位が⾼い場合には、排水のすべてをポンプ場が担い、私たちの⽣活を支えています。 

 

(3)水路やため池について 

農業が盛んに⾏われていた時代に市内全域に整備された水路や、⼭地、丘陵地に整備され

たため池が多く存在しています。ため池は、そのほとんどが江⼾時代に造られたものであ

り、市内には 125 箇所のため池がありますが、農業⽤として利⽤されているため池は農業

者によって⽇常の管理が⾏われている⼀⽅、市街化が進み農業⽤として使⽤されないため池

もあります。また、河川や水路においては、多くの農業⽤の井堰も存在しています。 
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図 2.1.2 大牟田市の河川・水路、ため池、ポンプ場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.3 大牟田市の⼈口分布とゼロメートル地帯 

出典）総務省統計局令和 2 年国勢調査データを基に作成 
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2.1.3 ⼟地利⽤の変遷 

国⼟地理院が公開している空中写真や地形図をもとに、大牟田市の⼟地利⽤を概観する

と、低地部の多くは 1960 年代は水田や畑として利⽤されていたことが確認できます。 

これらの水田や畑として利⽤されていた低地部の多くは 2020 年代には市街化され、宅地

化が進んだことが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.4 1960 年代、2020 年代の大牟田市の状況 

出典）国⼟地理院︓空中写真に⼟地利⽤（田畑）を追記 

1960 年代 

2020 年代 
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2.2 浸水要因 

 

2.2.1 浸水弱点箇所の抽出手法 

浸水弱点箇所は以下の 3 つの手法で抽出しました 

（1）流域のモデル化による内外水浸水解析 

（2）地域住⺠への聞き取り 

（3）現地踏査 

 

(1)流域のモデル化による内外水浸水解析 

豪⾬時の浸水においては浸水状況の定量評価が難しく、また対策の効果についても評価し

づらいことから、それが可能な内外水浸水解析モデルを構築しました。 

このモデルを活⽤し、浸水状況をできるだけ再現し、浸水傾向の強いエリアを抽出しまし

た。 

シミュレーションにおいては、周辺市町を含む大牟田市全域を 25m メッシュに分割して

地表をモデル化し、さらに河道や水路、排水機場や樋⾨・樋管等の施設をモデル化した内外

水浸水解析モデルにより、豪⾬時の内外水の氾濫の挙動を数値化（シミュレーション）しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 内外水氾濫解析モデルの概念図 

  

P

溢水

排水

排水

排水

地表を25m×25mの
メッシュに分割

（メッシュ毎に浸水深等を求める）

レーダ解析⾬量を適⽤して
25m×25mの

メッシュに降らせる
（メッシュ毎に降⾬を適⽤）

水⾨・樋⾨

排水機場
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(2)地域住⺠への聞き取り 

全市⺠を対象に、「いつも溢れると感じる水路（2〜3 回以上/年）」「たまに溢れると感

じる水路（1 回/年）」「令和 2 年 7 ⽉の豪⾬において⻑時間⾬水が引かなかった箇所」の

聞き取りを⾏いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2 市⺠への聞き取り調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.3 聞き取り調査による浸水頻度の整理結果 
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(3)現地踏査 

令和 2 年 7 ⽉豪⾬以前から把握している浸水傾向の強い箇所や、シミュレーションでは表

現しづらい道路浸水箇所について現地踏査による調査で抽出をおこないました。 

また、シミュレーションと住⺠聞き取り結果に整合していない箇所について、「モデル化

していない水路が存在している」「田畑が多いため浸水状況をあまり確認できていない」等

の理由があることも把握できました。 

 

2.2.2 浸水弱点箇所の抽出と浸水要因 

令和２年７⽉豪⾬においては、市内の各所で浸水が発⽣しましたが、その浸水した要因

は、地形や⼟地の⾼さ、宅地開発や市街化の状況等により地域毎に浸水の発⽣要因は異なり

ます。 

そこで、市街地が形成されている地域で、浸水が大きい地域を 10 箇所抽出し、浸水に繋

がった要因を地区毎に整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.4 弱点箇所の抽出 

  

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 
⑦ 

⑥ 
④ 

② 

① ③ 

① 三川地区 
② 小浜町・新地町・諏訪町などの地区 
③ 臼井町・飯田町・馬込町などの地区 
④ 旭町周辺地区 
⑤ 健⽼町・大⿊町などの地区 

⑥ 中白川町地区 
⑦ 歴木地区 
⑧ 田隈・草木などの地区 
⑨ 橘・吉野などの地区 
⑩ 倉永地区 
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(1)抽出箇所の浸水要因 

 

① 三川地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、海に⾯する⻄側の地盤⾼が⾼く、北側は有明海の潮位の影響を受ける諏訪川

と南側は当該地区より地盤が⾼い荒尾市に囲まれた地形で、満潮位より低い箇所が多い地形

です。 

主な排水先は、北側の諏訪川となりますが、満潮時や洪水時など河川水位が⾼い状況で

は、⾃然排水は困難で、三川ポンプ場からの強制排水に頼らざるを得ない状況です。 

さらに、流域外で氾濫した水の最終的な到達箇所となっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.5 三川地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 15:00 頃には

浸水している状況で、降⾬はさらに激しくなり（県⼟整備事務所 71.0mm/h（16:00 ま

で）、90.0mm/h（17:00 まで））、諏訪川の水位上昇などにより、浸水の深さ範囲共に

大きくなりました。20:00 頃に三川ポンプ場が停⽌し、降⾬ピーク後も⻑時間にわたり、浸

水が増加、継続する結果となりました。このことは、地域住⺠への聞き取りやその他の調査

結果から、船津新川の溢水などによって⽣じた水が最終的に当該地区に到達した影響も⼀因

であると考えています。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、満潮位よりも低い箇所が多い地形となっており、流末の諏訪川等の水位

が⾼い場合ではポンプ排水のみとなり、船津新川からの溢水等の外水氾濫が⽣じると浸

水被害が大きくなります。 

三川ポンプ場 

荒尾市 荒尾市 

諏訪川 

船津新川 

諏訪川 

船津新川 

三池港 三池港 
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図 2.2.6 三川地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 7/6̲15:00︓降⾬ピーク 

7/6̲16:00︓降⾬ピーク 7/6̲17:00︓降⾬ピーク 

7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 7/7̲04:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓県⼟整備事務所 

71.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

90.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 
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② 小浜町・新地町・諏訪町などの地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、諏訪公園や大牟田港緑地運動公園東側の旧堤防に囲まれ、有明海の潮位の影

響を大きく受ける低地であり、満潮位より低い箇所が多い地形です。 

そのため、排水先としては、北側の大牟田川若しくは南側の諏訪川となりますが、満潮時

や洪水時など河川水位が⾼い状況では、⾃然排水は困難で、浜田町ポンプ場や諏訪ポンプ場

からの強制排水に頼らざるを得ない状況です。 

なお、令和 2 年 7 ⽉豪⾬のような規模の大きい降⾬では、上流域から氾濫流が到達するこ

とで、浸水が大きくなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.7 小浜町・新地町・諏訪町などの地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 15:00 頃から

浸水が拡大し、降⾬ピークの 17:00 頃にまで浸水が大きくなります（県⼟整備事務所︓

71.0mm/h（16:00 まで）、90.0mm/h（17:00 まで））。これは、上流域からの氾濫流

が流下したことによるものと推測されます。この傾向は 19:00 頃まで継続し、21:00 頃に

は排水により浸水が小さくなりますが、潮位が上昇することで浸水が継続するシミュレーシ

ョン結果となりました。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、満潮位よりも低い箇所が多い地形となっており、流末の大牟田川や諏訪

川の水位が⾼い場合ではポンプ排水のみとなり、⾬水が集中し内水氾濫が発⽣します。

また、上流域での氾濫流が流下すると被害が大きくなります。 

  

⼤正町 3 丁目交差点 
県道⼤牟⽥港線 

市道浄真町駅⻄通線 

⼤牟⽥川 ⼤牟⽥川 
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図 2.2.8 小浜町・新地町・諏訪町などの地区の浸水状況 

（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

 

  

7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 7/6̲15:00︓降⾬ピーク 

7/6̲16:00︓降⾬ピーク 7/6̲17:00︓降⾬ピーク 

7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 7/6̲21:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓県⼟整備事務所 

71.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

90.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 
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③ 臼井町・飯田町・馬込町などの地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、南側は諏訪川堤防に、北側は丘陵地に囲まれた地盤⾼の低い地形です。 

そのため、主な排水先となる諏訪川が満潮時や洪水時など河川水位が⾼い場合、北側の丘

陵地から集まる水を排水することが難しく、これにより浸水が⽣じやすい傾向にあります。 

また、諏訪川の流域は、大牟田市域だけではなく、熊本県の荒尾市や南関町にまたがるた

め、上流域に降った降⾬が下流域に到達する時間がかかるなど、最下流に位置する大牟田市

に⻑時間影響を及ぼすことが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.9 臼井町・飯田町・馬込町などの地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査結果等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、降⾬ピークである 15:00〜

18:00（大牟田観測所︓気象庁）は大きな浸水はなかったものの、諏訪川の水位の上昇によ

り排水が困難となり、また、上流地区での溢水等の発⽣もあり、浸水が大きくなっていま

す。その後、諏訪川への排水や下流域への排水により浸水が軽減されるシミュレーション結

果となりました。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、諏訪川の河川堤防と北側の丘陵地に挟まれた窪地地形となっています。

諏訪川の水位が⾼い場合、排水が困難となるため、地盤⾼の低い河川沿いの低地で内水

による浸水が発⽣します。また、諏訪川は流域が広く、大牟田市域だけではなく、荒尾

市や南関町などの熊本県にもまたがることから流下に時間がかかり、⼀度浸水が発⽣す

ると、諏訪川の水位低下に時間がかかるため、浸水解消にも時間がかかる傾向がありま

す。 

  

諏訪川 

旧炭鉱鉄道 

諏訪川 



２．現状と浸水要因 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.10 臼井町・飯田町・馬込町などの地区の浸水状況 

（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 7/6̲15:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲18:00︓降⾬ピーク後 

7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 7/6̲21:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓大牟田観測所︓気象庁 

59.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

66.5mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 

55.5mm/h（18:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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④ 旭町周辺地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、東側の丘陵地から徐々に地盤⾼が低くなり、満潮位より低い箇所が多い地形

です。 

主な排水先は、大牟田川となりますが、満潮時や洪水時など河川水位が⾼い状況では⾃然

排水が困難で、明治ポンプ場からの強制排水に頼らざるを得ない状況です。 

さらに、この地区の上流部で氾濫した水が東泉橋踏切跡から鉄道敷跡を伝って国道 208

号へ流下し浸水が大きくなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.11 旭町周辺地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 15:00 頃には

浸水している状況で降⾬ピークを迎えて浸水が大きくなります（歴木中学校︓68mm/h

（15:00 まで）、93mm/h（16:00 まで）、87mm/h（17:00 まで））。21:00 頃には排

水により浸水が小さくなりますが、潮位が上昇することで浸水が継続するシミュレーション

結果となりました。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、満潮位よりも低い箇所が多い地形となっており、流末の大牟田川の水位

が⾼い場合ではポンプ排水のみとなり、⾬水が集中し内水氾濫が発⽣します。また、上

流域での氾濫流が東泉橋踏切付近等から流下すると被害が大きくなります。 

 

  

⼤牟⽥川 

東泉橋踏切跡 

JR 
⻄鉄 

国道 208 号 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.12 旭町周辺地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 7/6̲15:00︓降⾬ピーク 

7/6̲16:00︓降⾬ピーク 7/6̲17:00︓降⾬ピーク 

7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 7/6̲21:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓歴木中学校 

68.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

93.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

87.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑤ 健⽼町・大⿊町などの地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、⻄側の⼲拓地は地盤が⾼く、満潮位より低い箇所が多い地形です。 

このため、排水先は北側の堂⾯川、南側の大牟田川への排水となりますが、満潮時や洪水

時など河川水位が⾼い状況では、⾃然排水が困難で白川ポンプ場などの強制排水に頼らざる

を得ない状況です。 

さらに、流域外で氾濫した水の最終的な到達箇所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.13 健⽼町・大⿊町などの地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、16:00〜17:00（県⼟整備

事務所 71mm/h（16:00 まで）、90.0mm/h（17:00 まで））に浸水が大きくなり、

19:00 頃には、再度、大⿊町付近の浸水が大きくなるシミュレーション結果となりました。

このことは、地域住⺠への聞き取りやその他の調査結果から、上流で溢れた水が最終的に当

該地区に到達した影響も⼀因であると考えています。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、満潮位よりも低い箇所が多い地形となっており、流末の堂⾯川や大牟田

川の水位が⾼い場合ではポンプ排水のみとなり、⾬水が集中し内水氾濫が発⽣します。

また、上流域での氾濫流が流下すると被害が大きくなります。 

 

 

  

堂面川 

⼤牟⽥川 

県道⼤牟⽥川副線 

市道健⽼町線 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.14 健⽼町・大⿊町などの地区の浸水状況 

（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲11:00︓降⾬ピーク前 7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 

7/6̲15:00︓降⾬ピーク 7/6̲16:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓県⼟整備事務所 

71.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

90.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑥ 中白川町地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、東部から南部にかけての丘陵地と堂⾯川に囲まれた地形で、周辺の⾼さと⽐

較し低い地形です。 

このため、周辺から水が集まりやすい地形であるとともに、歴木地区など上流側で氾濫が

⽣じた場合、それらの水の最終的な到達箇所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.15 中白川町地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 15:00 頃か

ら、浸水が拡大し、降⾬ピーク（歴木中学校︓68mm/h（15:00 まで）、93mm/h

（16:00 まで）、87mm/h（17:00 まで））後の 19:00 頃まで浸水の深さ範囲とも、大き

な状態が継続する結果となりました。シミュレーション結果から、歴木地区などの上流域で

氾濫した水が当該地区へ到達したものと捉えられます。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、周辺の丘陵地と河川堤防に囲まれた窪地地形となっており、⾬水が集中

し内水氾濫が発⽣します。また、歴木地区などの上流域での氾濫流が流下すると被害が

大きくなります。 

 

 

  

堂面川 

堂面川合流点 
白川小 

堂面川 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.16 中白川町地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 7/6̲15:00︓降⾬ピーク 

7/6̲16:00︓降⾬ピーク 7/6̲17:00︓降⾬ピーク 

7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 7/6̲21:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓歴木中学校 

68.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

93.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

87.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑦ 歴木地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は南の丘陵地から北の堂⾯川へと傾斜した⾕地形で、古くから水田として利⽤さ

れていた低地は宅地化の進⾏により貯留機能が低下し、水が集まりやすくなっています。 

主な排水先は、堂⾯川とそれに接続する水路となりますが、規模の大きい降⾬では、水路

や堂⾯川に水が集中し、浸水が⽣じやすい傾向にあります。 

さらに、この地区で氾濫した水の⼀部は、下流の中白川町地区等へ流下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.17 歴木地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、時間⾬量 7 ⽉ 6 ⽇の

15:00 頃から、浸水が拡大し、16:00 頃には、浸水が大きくなるとともに、下流域へも広

がっています（歴木中学校︓68mm/h（15:00 まで）、93mm/h（16:00 まで）、

87mm/h（17:00 まで））。また、19:00 頃には、浸水が堂⾯川の水位が下がることで、

浸水深が低下するシミュレーション結果となりました。現地踏査等から、暗渠区間に狭い箇

所が存在することや、堂⾯川の水位の影響で水路の水が流れにくくなった影響も⼀因である

ものと考えられます。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、南の丘陵地から北の堂⾯川へと傾斜した⾕地形となっています。流下水

路の暗渠区間に狭い箇所があることや、堂⾯川の水位が⾼い場合に、排水が困難となる

ため、⾕底の低地で排水が集中し内水による浸水が発⽣します。また堂⾯川の合流部で

氾濫が⽣じると、下流の中白川町地区等へ氾濫流が流下します。 

 

  

堂面川 

三⽥堤 
小野堤 

歴木中 

堂面川合流点 

県道⼤牟⽥南関線 

堂面川 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.18 歴木地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲11:00︓降⾬ピーク前 7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 

7/6̲15:00︓降⾬ピーク 7/6̲16:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓歴木中学校 

68.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

93.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

87.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑧ 田隈・草木などの地区 

【地形や排水系統の特徴】 

この地区は、東側ほど地盤が⾼く、⻄側の⻄鉄天神大牟田線や JR ⿅児島本線の鉄道敷が

やや⾼くなっているため地形的に水が集まりやすい地形です。 

主な排水先は手鎌野間川となりますが、鉄道橋や国道橋、市道橋との交差部が河道断⾯の

狭窄部であり、流下能⼒が小さくなり水位が上昇しやすいため、周辺の接続水路の水位が上

昇し、浸水が発⽣します。 

さらに、令和 2 年 7 ⽉のような豪⾬では、白銀川などの流域外で氾濫した水の最終的な到

達箇所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.19 田隈・草木などの地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 15:00 頃か

ら、浸水が拡大し、16:00 頃には白銀川からの溢水、手鎌野間川の水位の上昇により、接続

する水路にも影響が発⽣し、浸水が大きくなるシミュレーション結果となりました（田隈︓

55mm/h（15:00 まで）、99mm/h（16:00 まで）、71mm/h（17:00 まで））。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、地盤の⾼い地形に囲まれた水が集まりやすい地形となっています。狭窄

部のある手鎌野間川の水位が上昇すると、周辺の接続水路の水位が上昇し、浸水が発⽣

します。また、手鎌野間川の北を流れる白銀川などの流域外で氾濫した水が流⼊すると

被害が大きくなります。 

 

  

JR 
⻄鉄 

白銀川 

手鎌野間川 

国道 208 号 

手鎌野間川 手鎌野間川 白銀川 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.20 田隈・草木などの地区の浸水状況 

（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲11:00︓降⾬ピーク前 7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 

7/6̲15:00︓降⾬ピーク 7/6̲16:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓田隈 

55.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

99.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

71.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑨ 橘・吉野などの地区 

【地形や排水系統の特徴】 

県道南関大牟田北線の北側に位置する手鎌南川周辺は、周辺丘陵地からの水が集まりやす

い地形となっており、古くから水田として利⽤されていた⾕底低地の宅地化が進⾏していま

す。宅地化とともに、⾕底低地の氾濫流の貯留機能が低下し、規模の大きい降⾬では、氾濫

流が集中し、手鎌南川や接続水路の水位が上昇することで、浸水被害に繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.21 橘・吉野などの地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 14:00 頃か

ら、浸水が⾕底低地の各所で発⽣し、15:00 頃からは浸水が拡大、16:00 頃には浸水がさ

らに拡大するなど、当該地区の下流域にも及ぶシミュレーション結果となりました（田隈︓

55mm/h（15:00 まで）、99mm/h（16:00 まで）、71mm/h（17:00 まで））。シミュ

レーション結果から、令和 2 年 7 ⽉のような豪⾬では、白銀川などの流域外で氾濫した水が

当該地区の下流に影響するものと捉えられます。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、周辺丘陵地からの水が集まりやすい地形となっており、古くから水田と

して利⽤されていた⾕底低地の宅地化が進⾏し、貯留機能が低下しているため、規模の

大きい降⾬では、氾濫流が集中し、手鎌南川や接続水路の水位が上昇することで浸水被

害が発⽣します。 

 

 

  

JR 

⽢木陸橋 



２．現状と浸水要因 
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図 2.2.22 橘・吉野などの地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

  

7/6̲11:00︓降⾬ピーク前 7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 

7/6̲15:00︓降⾬ピーク 7/6̲16:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓田隈 

55.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

99.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

71.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 



２．現状と浸水要因 
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⑩ 倉永地区 

【地形や排水系統の特徴】 

隈川と⻄鉄や JR の鉄道線路との交差部周辺は、⼭地丘陵地に挟まれた盆地状低地の末端

に位置する箇所で、家屋はやや小⾼い箇所に位置しています。地形的な狭窄箇所であるこ

と、隈川へ流⼊する水路の合流箇所であることから、豪⾬時には、内外水氾濫が⽣じやす

く、盆地状低地での氾濫流が集中することにより浸水が発⽣する傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.23 倉永地区の浸水解析結果と地形・地盤⾼ 

 

【シミュレーション結果や現地踏査等】 

シミュレーション（令和２年７⽉豪⾬による再現計算）では、7 ⽉ 6 ⽇の 14:00 頃まで

は、田などでの浸水にとどまっていますが、15:00 頃からは、溢水による浸水が隈川上流

（倉永三池線付近〜新幹線付近）地点より始まり、16:00 頃には、当該地区に洪水流、氾濫

流が集中して浸水が大きくなるシミュレーション結果となりました（田隈︓55mm/h

（15:00 まで）、99mm/h（16:00 まで）、71mm/h（17:00 まで））。 

 

【まとめ（浸水要因）】 

当該地区は、⼭地丘陵地に挟まれた盆地状低地の地形となっており、地形的な狭窄箇

所であること、隈川へ流⼊する水路の合流箇所であることから、規模の大きい降⾬で

は、氾濫流が集中し、隈川や接続水路の水位が上昇することで浸水被害が発⽣します。 
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図 2.2.24 倉永地区の浸水状況（浸水シミュレーション︓令和 2 年 7 ⽉豪⾬） 

 

7/6̲11:00︓降⾬ピーク前 7/6̲14:00︓降⾬ピーク前 

7/6̲15:00︓降⾬ピーク 7/6̲16:00︓降⾬ピーク 

7/6̲17:00︓降⾬ピーク 7/6̲19:00︓降⾬ピーク後 

※近傍の⾬量観測所︓田隈 

55.0mm/h（15:00 までの 1 時間⾬量） 

99.0mm/h（16:00 までの 1 時間⾬量） 

71.0mm/h（17:00 までの 1 時間⾬量） 
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3. 基本⽅針と排水対策 

 

3.1 基本⽅針 

本計画の基本⽅針は 

「令和 2 年 7 ⽉豪雨のような⼤規模な災害から、 

市⺠の⽣命・財産を守る災害に強いまち」 

を⽬指すものとします。 

 

3.2 対策の⽅向性と内容 

当計画における排水対策は以下の４つの⽅策等について重点的に取り組みます。 

 

(1)床上浸水被害への対応 

本計画の基本⽅針に掲げる「大規模な災害から、市⺠の⽣命・財産を守る災害に強いま

ち」を実現するため、床上浸水が⽣じている箇所の重点的な整備に取り組みます。 

 

(2)流域治水の取り組み 

排水機能向上の早期発現を実現するため、現⾏計画で事業実施中の下水道、河川整備の加

速化を図るとともに、より規模の大きな⾬に対しても床上浸水を軽減させる対策として、既

存宅地等の周辺にあるため池
．．．

や学校、公園等の現有施設を活⽤したオンサイト貯留による⾬

水流出抑制等の対策に取り組みます。 

 

(3)適切な維持管理・更新 

現有施設の排水機能を十分に発揮させるために巡回点検を実施し、定期的に浚渫・除草を

⾏うなど適切な維持管理に努めます。また、施設の更新や機能向上のための改良を計画的か

つ継続的に取り組みます。 

 

(4)ソフト対策の取り組み 

水災害リスクを軽減させるためには、内外水による氾濫を防ぐための対策が基本となりま

すが、対策には⻑期の期間を要するため、たとえ浸水害や河川の氾濫が発⽣しても、⼀⼈の

犠牲者も出さないために、市⺠の早期避難を基本としたソフト対策に取り組みます。 
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3.3 排水対策 

「災害に強いまちづくり」を推進するため、「ハード対策」、「ソフト対策」の両⾯から

速やかに対策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.1 排水対策の体系 

 

3.3.1 ハード対策 

ハード対策は、⾏政主体で取り組む治水施設整備で、降った⾬水を速やかに「流す」、⼀

時的に「溜める」、排水施設の「新設」⼜は既存の排水施設による「排水する」を適切に組

み合わせて推進していきます。 

 

(1)「流す」対策 

「流す｣対策は、河川や水路を改修し、また、⾬水排水施設を整備することで流れやすく

するもので、基本的な排水対策です。 

⽤地買収を伴うなど、多額の費⽤と⻑い期間を要しますが、今後も継続して取り組んでい

きます。 

 

(2)「溜める」対策 

「溜める」対策は、⾬水を⼀挙に流さず⼀時貯留する対策です。大牟田市には、ため池が

数多く存在することに着⽬し、これらを有効活⽤していくことを想定しています。 

ただし、中心市街地において、浸水を軽減していくには、ため池での対策は不十分である

ため、新規に貯留浸透施設を配置する必要があります。このため、公共施設において貯留浸

透機能を強化し浸水の軽減を図っていきます。貯留浸透施設の設置には、多額の費⽤と⻑い

期間を要するため、今後更なる効果的な対策を⽬指し、適宜⾒直しを⾏っていきます。 

 

排水対策 ハード対策

ソフト対策

流す

溜める

排水する

防災意識の向上

災害情報の提供

地域コミュニティとの連携

災害の拡大防⽌

河川改修や⾬水排水施設の整備など

調整池の整備、ため池の施設改良など

ポンプ場の新設・増強・改築など

防災学習支援やハザードマップ作成など

様々な伝達手段を活⽤した情報提供

⾃主防災組織の積極的な支援など

各種防災訓練の取り組みなど
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(3)「排水する」対策 

「排水する｣対策は、⾬水ポンプの新設や増強です。ポンプは低い箇所に滞った水を、隣

接する河川や水路に強制的に排水する対策で、浸水軽減効果の早期発現が⾒込めます。ただ

し、排水できる河川や水路に受け⼊れる能⼒があることが条件で、浸水区域のどこにでも設

置できるものではありません。 

また、⾬水ポンプの新設や増強にあわせ、水⾨、施設操作規則等の管理強化を⾏います。

管理強化とは、大⾬が想定される場合に、事前に水位を下げておくなど大⾬時に施設の柔軟

な操作を⾏うものです。施設管理者の協⼒を得ながら取り組んでいきます。 

 

3.3.2 ソフト対策 

ソフト対策は、地域に密着した施策として、市⺠の皆様との協働により推進し、たとえ浸

水害や河川の氾濫が発⽣しても⼀⼈の犠牲者も出さないために、市⺠の早期避難を基本とし

たソフト対策に取り組みます。 

 

(1)防災意識の向上 

災害ごとの被害の特徴や地域の災害リスクの周知、家庭や地域の備えなど、「⾃助」「共

助」の防災意識の向上に取り組んでいきます。 

 

(2)災害情報の提供 

災害時の地域住⺠の避難⾏動を後押しするため、浸水等の被害情報や避難所の開設情報を

様々な伝達手段を活⽤して、リアルタイムに周知を図ります。 

 

(3)地域コミュニティとの連携 

地域の防災活動を担う⼈材の育成や災害時の活動等に支援を⾏い、地域と連携して災害対

応⼒を強化します。 

 

(4)災害の拡大防⽌ 

災害対策本部の機能強化や浸水被害を軽減するソフト対策に加え、災害対応を担う⼈材を

育成し、災害の拡大防⽌を推進していきます。 
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4. 具体的な浸水対策の展開 

 

4.1 今後 20 年間の取り組み 

本市の市街地の多くは⼲拓により形成された低地状の地形で、有明海の潮位の影響を受け

やすい特性があります。また、近年では、令和２年７⽉豪⾬にみられるような観測史上最大

級となる降⾬も発⽣し、事業実施中の下水道や河川整備の計画降⾬量を上回る場合もありま

す。このような降⾬に対する抜本的な浸水対策を実施するためには、河川拡幅やポンプ場の

増強、市内全域の排水路や排水管の全⾯的な再整備、大規模な調整池の新設等が必要で、莫

大な整備費⽤や⻑期の期間を要する事業となります。 

そのため、令和 2 年７⽉豪⾬災害の対応に関する提言書においては、「今回のような豪⾬

では、ハード⾯での浸水対策には限界がある」という指摘をはじめ、「市⺠に対する継続的

な情報発信」や「避難所での対策」や「地域の防災活動の活性化」などの提言がなされてい

ます。 

これらを踏まえまして、効果的かつ効率的なハード対策から、市⺠との協働によるソフト

対策まで、「流域治水」の考えのもと総合的かつ⻑期的な視点に⽴った取り組みが必要とな

ることから、当計画では概ね 20 年間を⾒据えて対策効果の⾼い事業のロードマップを設定

し、計画的に取り組みを進めることとします。 

 

今後 20 年間のハード整備では、流す能⼒（河川改修や⾬水排水施設の整備等）、溜める

能⼒（ため池の改良、調整池の整備、公園や学校の貯留・浸透施設の設置等）、排水する能

⼒（ポンプ場の新設や増強等）を、それぞれ向上させ、市内の豪⾬災害に対応する能⼒を大

幅に増強します。このことにより、令和２年７⽉豪⾬のような大規模災害においても、まず

は、床上浸水被害を半分以下に抑えることを⽬指します。 

併せて、適切な災害情報の発信や避難所機能の強化などの市の災害対応⼒の向上に取り組

みに加え、市⺠の防災意識の向上や⾃主防災組織の活動支援など、家庭や地域の防災⼒の向

上に取り組み、早期避難を基本としたソフト対策を充実し、市⺠の⽣命と安全を守ります。 

なお、「今後 20 年間の取り組み」に続く浸水対策については、それまでに実施した対策

内容を検証し、「今後 20 年間の取り組み」完了前に次の計画を策定します。 
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4.2 地区毎の対策（ハード対策） 

 

1)三川地区 

浸水深が大きかった諏訪川左岸から三⾥町周辺にかけての国道 389 号周辺から東側の JR

⿅児島本線に囲まれた⼀帯は、満潮位よりも低い箇所が多く、満潮時や河川水位が⾼い状況

では、⾃然排水は困難で、排水能⼒を超えるような豪⾬では内水氾濫により浸水が発⽣して

います。 

また、令和 2 年 7 ⽉豪⾬のような規模の大きい降⾬では、諏訪川と合流する船津新川から

の溢水により浸水が拡大します。 

このため、「流す」対策として、船津新川の堤防の⾼さが低い左岸の堤防⾼の嵩上げや、

諏訪川の河道掘削等を⾏います。 

また、「排水する」対策として、この地区における主要な排水手段となる三川ポンプ場の

排水能⼒の増強や耐水化に加え、これに接続する水路の新設により「流す」対策として、新

たな⾬水幹線の整備を⾏い内水による浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.1 三川地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川整備 

（流す） 

船津新川河川整備 

・堤防嵩上げ 

水位が⾼くなった場合でも、河

川水を安全に流下させる 

大牟田市 

河川改修 

（流す） 

諏訪川の流下断⾯を確保する

ための河道掘削 

流下能⼒を向上させ河川水位を

低下させる 

福岡県 

下水道(⾬水)整備 

（流す） 

三川ポンプ場の排水能⼒の増

強に合わせた⾬水幹線整備 

排水エリアの拡大と流下能⼒向

上で浸水を抑制する 

大牟田市 

下水道(⾬水)整備 

（流す） 

ポンプ場の新設による排水能

⼒の増強に合わせた⾬水幹線

整備 

船津新川への流⼊量が減少し、

河川水位が低下する 

荒尾市 

田んぼダム 

（溜める） 

南関町の水田を田んぼダムと

して活⽤︓上⻑田地区 

まとまった⾯積のある水田を活

⽤して流出を抑制する 

南関町 

ポンプ場整備 

（排水する） 

三川ポンプ場の排水能⼒の増

強と耐水化 

強制排水能⼒を上げることなど

により浸水を抑制する 

大牟田市 

ポンプ場整備 

（排水する） 

北新地⾬水ポンプ場を整備 船津新川への流⼊量を減少させ

河川水位を低下させる 

荒尾市 
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図 4.2.1 三川地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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2)小浜町・新地町・諏訪町などの地区 

浸水深が大きかった大正町 3 丁⽬交差点周辺や県道大牟田港線と市道浄真町駅⻄通線（駅

⻄口から⻄側に向かった路線）に囲まれた⼀帯は、満潮位より低い箇所が多いため、満潮時

や河川水位が⾼い状況では、⾃然排水は困難で、排水能⼒を超えるような豪⾬では内水氾濫

により浸水が発⽣しています。 

このため、低い⼟地の内水氾濫を防ぐ「排水する」対策として、浜田町ポンプ場の耐水化

や改築⼯事や諏訪ポンプ場の増強による排水能⼒の向上を図ることで浸水を抑制します。 

また、流出量を抑制する「溜める」対策として、排水区域内にある中友公園や千代町公園

へ降った⾬を⼀時的に溜めるオンサイト貯留を⾏い、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.2 小浜町・新地町・諏訪町などの地区浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

排水機能強化 

（流す） 

側溝のグレーチング蓋の⽬幅

の広いものへの交換 

蓋の⽬幅を広くすることで落葉

やゴミづまりによる排水不良を

低減させる 

大牟田市 

下水道(⾬水)整備 

（流す） 

諏訪ポンプ場の排水能⼒の増

強に合わせた⾬水幹線整備 

排水エリアの拡大と流下能⼒向

上で浸水を抑制する 

大牟田市 

貯留施設整備 

（溜める） 

流出量を抑制するためのオン

サイト貯留施設整備 

中友公園 

千代町公園 

貯留能⼒を確保して浸水を抑制

する 

大牟田市 

ポンプ場整備 

（排水する） 

浜田町ポンプ場の耐水化と改

築⼯事 

ポンプ施設の水没を防⽌し排水

機能を確保することや改築⼯事

による機能強化を⾏うことで浸

水を抑制する 

大牟田市 

ポンプ場整備 

（排水する） 

諏訪ポンプ場の排水能⼒の増

強 

排水能⼒を増強して浸水を抑制

する 

大牟田市 
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図 4.2.2 小浜町・新地町・諏訪町などの地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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3)臼井町・飯田町・馬込町などの地区 

浸水深が大きかった諏訪川に架かる旧炭鉱鉄道橋跡周辺の諏訪川右岸沿いの⼀帯は、南側

は諏訪川堤防に、北側は丘陵地に囲まれた地盤⾼の低い河川沿いの地形のため、主な排水先

となる諏訪川が満潮時や河川水位が⾼い場合、北側の丘陵地から集まる水を排水することが

難しいことにより浸水が発⽣しています。 

このため、「流す」対策として、河道掘削や堤防嵩上げによる河川整備を⾏い、河川水位

を低下させるとともに水位が⾼くなった場合でも、河川水を安全に流下させます。 

また、「排水する」対策として、ポンプ施設を設置し、浸水を抑制します。 

また、丘陵地から集まる水の流出量を抑える「溜める」対策として、流域内にあるため池

の低水位管理による貯留機能の確保や、浸水域及び近接上流域にある調整池並びに公共施設

への貯留機能を発揮させることで流出量を抑え、氾濫を軽減します。 

これらを総合的に実施することにより、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.3 臼井町・飯田町・馬込町などの地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川整備 

（流す） 

諏訪川河川整備 

・河道掘削 

・堤防嵩上げ 

河川水位を低下させる 

水位が⾼くなった場合、河川水

を安全に流下させる 

福岡県 

調整池等の活⽤ 

（溜める） 

⼀部橋付近の浸水解消のため

の駛馬調整池等の活⽤ 

貯留能⼒等を確保して浸水を抑

制する 

大牟田市 

ため池活⽤ 

（溜める） 

池之平溜池の貯留量の低水位

管理 

貯留能⼒を確保して浸水を抑制

する 

大牟田市 

貯留施設整備 

（溜める） 

⼀部橋付近への流出量を抑制

するため、延命庁舎や記念グ

ラウンドへのオンサイト貯留 

貯留能⼒を確保して浸水を抑制

する 

大牟田市 

田んぼダム 

（溜める） 

南関町の水田を田んぼダムと

して活⽤︓上⻑田地区 

まとまった⾯積のある水田を活

⽤して流出を抑制する 

南関町 

ポンプ施設設置 

（排水する） 

強制排水するためのポンプ施

設を整備 

強制排水により浸水を抑制する 大牟田市 

 

  



4．具体的な浸水対策の展開 

48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.3 臼井町・飯田町・馬込町などの地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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4)旭町周辺地区 

浸水深が大きかった JR ⿅児島本線と⻄鉄天神大牟田線の旭町踏切周辺や、五⽉橋から東

泉橋周辺にかけての大牟田川沿いの⼀帯は、河川沿いの地盤⾼が相対的に低く、水が集まり

やすい地形で、令和 2 年 7 ⽉豪⾬のような規模の大きい降⾬では、大牟田川に繋がる水路か

らの浸水が⽣じ、東泉橋踏切跡から鉄道敷跡を伝って国道 208 号へ流下し、旭町周辺地区

で浸水が発⽣しています。 

このため、「流す」対策として、大牟田川の河道拡幅や堤防嵩上げによる河川整備を⾏

い、河川水位を低下させるとともに、水位が⾼くなった場合でも、河川水位を安全に流下さ

せます。併せて、東泉橋踏切跡付近から氾濫した水が下流へ流れるのを防⽌するための構造

物を設置します。 

また、「溜める」対策として、調整池を整備することで河川流量のピークをカットし、七

浦町周辺から下流の河川水位を下げます。 

また、旭町周辺地区の浸水を軽減するため、「流す」対策として新たに排水渠を整備する

ことなどにより流下能⼒をあげ、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.4 旭町周辺地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川整備 

（流す） 

大牟田川河川整備 

・河道拡幅 

・堤防嵩上げ 

河川水位を低下させる 

水位が⾼くなった場合、河川水

を安全に流下させる。 

福岡県 

排水渠整備 

（流す） 

排水渠を整備 

・旭町水路 

・浜町樋⾨ 

流下能⼒を上げることで浸水を

抑制する 

大牟田市 

調整池整備 

（溜める） 

大牟田川河川整備に伴う調整池

の整備 

河川流量のピークをカットし、

河川水位を低下させる 

福岡県 
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図 4.2.4 旭町周辺地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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5)健⽼町・大⿊町などの地区 

浸水深が大きかった堂⾯川と大牟田川に囲まれた県道大牟田川副線及び市道健⽼町線周辺

⼀帯は、有明海の潮位の影響を大きく受ける低地であり、堂⾯川や大牟田川は築堤河川で、

満潮位より低い箇所が多いため、満潮時や河川水位が⾼い状況では、⾃然排水は困難で、排

水能⼒を超えるような豪⾬では内水氾濫により浸水が発⽣しています。 

また、令和 2 年 7 ⽉豪⾬のような規模の大きい降⾬では、上流域から氾濫流が到達し浸水

が拡大します。 

このため、「排水する」対策として、白川ポンプ場の増強を、「流す」対策として、白川

⾬水幹線の整備により流下能⼒の向上をはかります。さらに、上流域に位置する歴木地区か

らの流出量を抑制する「溜める」対策として、三田堤や小野溜池の貯留効果を確保するため

の堤体の補強や低水位管理を⾏うことなどにより、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.5 健⽼町・大⿊町などの地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

排水路整備 

（流す） 

有明海沿岸道路健⽼町 IC の

浸水対策の水路整備 

排水能⼒を上げることで冠水を

抑制する 

大牟田市 

下水道(⾬水)整備 

（流す） 

白川ポンプ場の排水能⼒の増

強に合わせた⾬水幹線整備 

排水エリアの拡大と流下能⼒向

上で浸水を抑制する 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

上流域にあたる歴木地区の溜

池の堤体の補強と低水位管理 

小野溜池 

三田堤 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制し、当該地区への氾濫

流を抑制する 

大牟田市 

ポンプ場整備 

（排水する） 

白川ポンプ場の排水能⼒の増

強 

強制排水能⼒を上げることなど

により浸水を抑制する 

大牟田市 

ポンプ施設の更新 

（排水する） 

⻑溝アンダーパスのポンプの

更新 

ポンプの適正な更新による⾞両

の水没防⽌をはかる 

大牟田市 
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図 4.2.5 健⽼町・大⿊町などの地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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6)中白川町地区 

浸水深が大きかった堂⾯川から白川小学校周辺にかけての⼀帯は、中白川町南側の鳥塚の

丘陵地と築堤河川である堂⾯川に挟まれた窪地となっており、周辺からの水が集まりやすい

地形となっています。また、歴木地区などの上流域で浸水が⽣じた場合には、上流域から氾

濫流が流下し、地形勾配に沿って、当該地区へ氾濫流が到達して、浸水が発⽣しています。 

このため、この地区内における「流す」対策として、白川⾬水幹線の整備により流下能⼒

を向上するとともに、上流域からの氾濫流を抑制するため、歴木地区における歴木樋⾨の増

設や河川からの逆流を防⽌する合流点処理等の対策を⾏います。 

さらに、上流域に位置する歴木地区からの流出量を抑制する「溜める」対策として、三田

堤や小野溜池の貯留効果を確保するための堤体の補強や低水位管理を⾏うことなどにより、

浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.6 中白川町地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

下水道(⾬水)整備 

（流す） 

白川ポンプ場の排水能⼒の増

強に合わせた⾬水幹線の整備 

流下能⼒を上げることで浸水を

抑制する 

大牟田市 

排水樋⾨の整備 

（流す） 

堂⾯川への排水樋⾨の拡充・

増設 

樋⾨の拡充・増設により浸水を

抑制する 

大牟田市 

合流点処理 

（流す） 

堂⾯川合流点の水路溢水を抑

制する逆流防⽌の整備 

合流点の水路溢水を抑制するこ

とで氾濫流を抑制する 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

上流域にあたる歴木地区のた

め池の堤体の補強と低水位管

理 

小野溜池、三田堤ほか 4 施設 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制し、当該地区への氾濫

流を抑制する 

大牟田市 
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図 4.2.6 中白川町地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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7)歴木地区 

浸水深が大きかった歴木中学校東側から同中学校北側の県道大牟田南関線の⼀帯は、南側

の⾼取⼭に連なる⾕地形で水が集まりやすい低地となっています。古くから水田として利⽤

されていた⾕底低地で、宅地化の進⾏により、貯留機能が低下し、令和 2 年 7 ⽉豪⾬のよう

な規模の大きい降⾬時には、排水先である堂⾯川へ接続する水路の暗渠区間などで流下阻害

が発⽣することで浸水が発⽣します。また、堂⾯川の水位が上昇すると、歴木地区の排水が

困難となり、下流域に氾濫流が流下し浸水が拡大します。 

このため、この地区における「流す」対策として、堂⾯川の水位を下げるための井堰の撤

去に加え、水路溢水を抑制するための合流点処理を⾏います。 

また、流出量を抑制する「溜める」対策として、三田堤や小野溜池の貯留効果を確保する

ための堤体の補強や低水位管理を⾏い、浸水被害を軽減します 

 

表 4.2.7 歴木地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川改修 

（流す） 

堂⾯川の水位を下げるため

の堰の撤去 

流下能⼒を上げることで、堂⾯

川の水位を低下させる 

大牟田市 

排水函渠の整備 

（流す） 

堂⾯川への排水樋⾨の拡

充・増設 

樋⾨の拡充・増設で浸水を抑制

する 

大牟田市 

合流点処理 

（流す） 

堂⾯川合流点の水路溢水を

抑制する。（逆流防⽌） 

合流点の水路溢水を抑制するこ

とで氾濫流を抑制する 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

ため池の堤体の補強と低水

位管理 

小野溜池、三田堤ほか 4 施

設 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制する 

大牟田市 

施設貯留 

（溜める） 

歴木中学校オンサイト貯留 貯留機能を発揮させることで流

出を抑制する 

大牟田市 
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図 4.2.7 歴木地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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8)田隈・草木などの地区 

浸水が大きかった JR ⿅児島本線銀水駅前交差点周辺の手鎌野間川沿いから国道 208 号周

辺の⼀帯は、東側ほど地盤が⾼く、⻄側の⻄鉄天神大牟田線や JR ⿅児島本線の鉄道敷がや

や⾼くなっています。地形的に水が集まりやすいことに加え、当該地区の主要な排水先であ

る手鎌野間川は流下能⼒が小さく、鉄道橋や国道橋、市道橋との交差部で河道断⾯の狭窄部

となっているため、水位が上昇し、周辺水路が排水困難となり、浸水が発⽣しています。ま

た、白銀川左岸からの溢水が⽣じると、地形的に低い手鎌野間川が排水を担うことになるた

め、浸水が大きくなる傾向にあります。 

このため、河道断⾯の狭窄部における水位上昇を改善するための「流す」対策として、手

鎌野間川の河道改修や接続水路の改修、並びに堰の撤去により白銀川の流下能⼒を向上さ

せ、溢水による氾濫を抑制します。 

また、上流域などからの流出量を抑える「溜める」対策として、流域内上流に点在するた

め池の低水位管理による貯留機能を確保し、浸水被害を軽減します 

 

表 4.2.8 田隈・草木などの地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川改修 

（流す） 

手鎌野間川の流下能⼒を確

保するため断⾯狭窄箇所を

改善する 

流下断⾯を確保することで河川

からの溢水を軽減する 

大牟田市 

河川改修 

（流す） 

白銀川の流下能⼒を確保す

るため堰を撤去する 

流下断⾯を確保することで河川

からの溢水を軽減する 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

豪⾬が予測される場合、た

め池の貯水量を低水位で管

理する 

蓮輪溜池、⽻⼭溜池ほか５

施設 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制する 

大牟田市 
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図 4.2.8 田隈・草木などの地区の浸水を軽減するための主要な対策内容 
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9)橘・吉野などの地区 

浸水深が大きかった主要地⽅道南関大牟田北線の⽢木陸橋周辺から県道倉永三池線吉野橋

周辺の手鎌南川沿いの⼀帯は、水田として利⽤されていましたが、近年宅地化が進⾏し、遊

水機能や貯留機能が低下しています。令和 2 年 7 ⽉豪⾬のような規模の大きい降⾬時には、

この⼀帯に周辺の丘陵地からの排水が集中することで、手鎌南川やこれに接続する水路の水

位が上昇して浸水が発⽣しています。また、白銀川右岸において溢水が⽣じると、当該地区

の浸水が大きくなる傾向にあります。 

このため、「流す」対策として、堰の撤去により白銀川の流下能⼒を向上させ、溢水によ

る氾濫を抑制します。また、当該地区の上流域からの流出量を抑える「溜める」対策とし

て、調整池を整備することで河川流量のピークをカットし、河川水位を下げます。また、流

域内上流に点在するため池の低水位管理による貯留機能を確保し、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.9 橘・吉野などの地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川改修 

（流す） 

白銀川の流下能⼒を確保す

るため堰を撤去する 

流下断⾯を確保することで河川

からの溢水を軽減する 

大牟田市 

調整池整備 

（溜める） 

手鎌南川への流量を抑制す

るための調整池の整備 

河川流量を抑え、河川水位を低

下させる 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

豪⾬が予測される場合、た

め池の貯水量を低水位で管

理する 

⼟器屋溜池、笹之尾溜池ほ

か６施設 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制する 

大牟田市 
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図 4.2.9 橘・吉野などの地区の浸水を軽減するための主要な内容 
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10)倉永地区 

浸水深が大きかった JR ⿅児島本線の宮崎踏切周辺から⻄鉄天神大牟田線の開 8 号踏切周

辺の隈川沿いの⼀帯は、北側はみやま市の境界に位置する丘陵地と南側は⽢木⼭の裾野に挟

まれた盆地状低地の狭窄箇所に、農業⽤排水路をはじめ周辺の排水を担う水路が合流するた

め、隈川の水位が上昇し、水路の排水が困難となり、浸水が発⽣しています。 

このため、隈川からの溢水を抑える「流す」対策として、溢水箇所となった堤防⾼を確保

するなどの河川改修等の対策を⾏うとともに、流出量を抑える「溜める」対策として、広大

な水田を活⽤した田んぼダムの活⽤で、流出量を抑制し、浸水被害を軽減します。 

 

表 4.2.10 倉永地区の浸水を軽減するための主要な対策 

対策メニュー 内容 効果 実施主体 

河川整備 

（流す） 

隈川河川整備 

・堤防嵩上げ 

水位が⾼くなった場合、河川水

を安全に流下させる 

福岡県 

河川整備 

（流す） 

隈川河川整備 

・拡幅・浚渫 

流下断⾯を確保することで河川

からの溢水を軽減する 

福岡県 

田んぼダムの活⽤ 

（溜める） 

釈迦堂地区の水田を田んぼ

ダムとして活⽤する 

まとまった⾯積のある水田を活

⽤して流出を抑制する 

大牟田市 

ため池の活⽤ 

（溜める） 

豪⾬が予測された場合、た

め池の貯水量を低水位で管

理︓灰交池など 

貯留機能を発揮させることで流

出を抑制する 

みやま市 
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図 4.2.10 倉永地区の浸水を軽減するための主要な内容 

  

倉
永

地
区
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11)弱点箇所として抽出されていない地区 

「地域毎の対策（ハード対策）」として、浸水が大きい１０地区について、主要な対策を

記載していますが、弱点箇所として抽出されていない地域を含めた市内全体の浸水被害に対

し対策を進めます。 

令和 2 年 7 ⽉豪⾬時など、大⾬時に道路冠水を頻繁に引き起こす新開町や⼭下町などにつ

いては、これまでの浸水実績等から局所的に対策が必要な箇所と認識しており、順次、対応

するとともに、引き続き、調査を⾏い、対策について検討していきます。 

また、浸水が大きい１０地区については、浸水要因に応じた主要な対策を記載しています

が、対策の効果については、弱点箇所として抽出されていない地域を含め、広く効果を及ぼ

す対策があります。 

例えば、「大牟田川調整池」は「４）旭町周辺地区」の浸水を軽減するための主要な対策

としての記載にとどまっていますが、調整池から下流の水位を下げる効果があることから、

七浦町をはじめとする広い地域に効果を及ぼす対策です。 

このように、局所的な対策と広く効果を及ぼす対策を併せて実施することにより、市内全

体の浸水を軽減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.11 調整池整備の効果の波及イメージ 
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4.3 防災対策（ソフト対策）の強化 

 

(1)防災意識の向上 

1)浸水マップの作成と全⼾配布 

令和２年７⽉豪⾬災害の浸水実態を明らかにし、家庭での災害の備えを啓発するため浸水

マップを作成し、全世帯に配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.1 令和 2 年 7 ⽉豪⾬浸水マップ 

 

2)内水ハザードマップの作成と全⼾配布 

内水氾濫の災害リスクを啓発するため、想定最大降⾬量による内水ハザードマップを令和

６年の出水期までに作成し、全世帯に配布します。 

 

3)地域の防災訓練・研修、学校の防災学習の支援 

各地域における防災訓練・研修会では、地域の地理的な特徴や過去の災害等を踏まえ、企

画段階から助言をし、実施にあたっては講師として職員を派遣するなどの支援を⾏っていま

す。また、学校の防災学習では、地理的な特徴等のみならず、これまでの学習の取り組みや

成⻑過程も踏まえカリキュラムを作成し指導を⾏っています。 
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図 4.3.2 防災学習（宅峰中学校防災学習） 

 

(2)災害情報の提供 

1)ＬＩＮＥ、ｄボタン広報誌の導⼊ 

様々な情報伝達手段を活⽤して市⺠に災害情報を伝達するため、新たにＬＩＮＥとｄボタ

ン広報誌を導⼊しました。 

 

2)防災情報集約システムと防災情報配信システムの導⼊ 

被害現場で活動する市職員や消防団からＬＩＮＥで現場画像を収集するとともに、水位計

や監視カメラ、気象庁からの気象情報を⼀元管理し、災害対応の判断に活⽤するため防災情

報集約システムを導⼊しました。 

また、様々な情報伝達手段を使って、災害情報を速やかに市⺠に伝達するため防災情報配

信システムを導⼊しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.3 情報共有システムの改善 
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3)防災リアルタイム情報の構築 

災害対策本部で収集した被害現場の画像や避難所の状況をリアルタイムで市⺠に周知する

ため防災専⽤ホームページ「防災リアルタイム情報」を構築しました。 

 

(3)地域コミュニティとの連携 

1)防災士養成とスキルアップ 

これまで 95 ⼈の防災士を養成しており、防災訓練の実施や災害時の避難誘導、避難所の

運営等、地域の⾃主防災活動の要となるよう今後も取り組みを継続します。さらに、スキル

アップ研修を開催し、防災士の活動の活性化に取り組みます。 

 

2)避難者支援活動促進交付⾦事業の創設 

地域における避難⾏動や避難所受⼊れの支援を促進するため、災害時の⾃主防災活動に助

成を⾏う事業を令和５年度に創設します。 

 

3)地域における水路等清掃ボランティア活動の支援 

局地的な集中豪⾬は、これまでのハード対策だけでは、対応が困難となっています。その

ような中、市⺠の皆様の防災に対する意識が⾼まっており、地域における水路の清掃など、

防災のためのボランティア活動が増えています。市では、このような地域活動を積極的に支

援してまいります。 

 

(4)災害の拡大防⽌ 

1)水位計、監視カメラの設置 

河川やため池の水位を常時把握するため水位計を９ヶ所、道路の浸水状況等をリアルタイ

ムで把握するため監視カメラを 11 ヶ所設置し、国、福岡県等による設置分も活⽤し、大⾬

時の監視体制を強化しました。 

 

表 4.3.1 水位計・監視カメラの設置状況（令和 4 年度現在） 

 国設置 福岡県設置 熊本県設置 市設置 計 

水 位 計  ５ ４ ９ １８ 

監視カメラ ２０ ５ ３ １１ ３９ 
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2)災害対策本部設置運営訓練の実施 

災害時の初動対応等を想定し、収集した災害情報の分析や今後の対応⽅針の決定、災害広

報の決定など、災害対策本部のオペレーションにかかわる職員のスキルアップを図るため訓

練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.4 災害対策本部設置運営訓練 

 

3)適切な避難情報発信のための気象の予測 

今後の⾬の⾒込みなどの気象情報を、気象庁だけでなく⺠間や海外の予報機関からの情報

を収集するとともに、福岡管区気象台のホットラインを活⽤し予報官から直接情報を聞き取

り、適切な避難情報の発信に努めました。 

 

4)内水氾濫における避難指⽰等の発令基準 

今後の降⾬量の⾒込みや有明海の潮位、監視カメラ等による市内の状況等により判断する

内水氾濫の避難指⽰等の発令基準を令和５年の出水期前までに設定します。 

 

5)避難所における垂直避難を前提とした物資の備蓄 

避難所開設から⼀定期間、物資が不⾜することが無いよう各避難所に分散備蓄を⾏いまし

た。浸水想定区域内の避難所においては、垂直避難を前提とし物資の備蓄を増やしました。 

 

6)救助能⼒の増強 

浸水時の救助能⼒を強化するため、消防署と消防団にボート 15 艇を追加配備するととも

に、救出現場の情報収集や避難広報に活⽤するためドローンを導⼊しました。 
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図 4.3.5 救急・救助の手段・体制の⾒直し 

 

7)排水ポンプ⾞の導⼊ 

30m3/分の排水能⼒を有し、⼀般的な 25m プールであれば、約 10 分で空にすることが

可能となる排水ポンプ⾞を令和４年６⽉に導⼊しました。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.6 排水ポンプ⾞の導⼊ 

 

8)井堰やため池等の適切な維持管理 

令和 2 年 7 ⽉の豪⾬災害をうけ、ため池や井堰の機能が十分に発揮されるよう、ため池等

の管理者を対象に管理者研修会を実施しています。 

また、ため池の低水位管理を実施し、出水期に備えるとともに、受益者がいない井堰につ

いては、順次、撤去を⾏っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.7 管理者研修会  
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9)建築物の浸水対策 

建築物の浸水対策について、浸水リスクの⾼い地域での家の建て替えや新築等を⾏う際の

事前相談時に、地盤や基礎の⾼さを⾼くすることや防水性のある壁などで囲むといった対策

⽅法の周知に取り組んでいます。 

また、現在、住んでいる建築物で出来る浸水対策として、⼟のうの設置やごみ袋・プラン

ター・ポリタンク等を活⽤した⽌水対策などについての周知に加え、水のう袋の配布にも取

り組んでいきます。 

これらの対策については、広く市⺠に周知を図るため、建築確認窓口でのリーフレットの

配布やホームページへの掲載のほか、建設業界、不動産業界等関連団体を通じて引き続き周

知を図ります。 

 

10)⽴地適正化計画の改定（防災指針の策定） 

将来に向けて、コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、居住誘導区域に残存する

災害リスクに対して、計画的かつ着実に進めることが必要な防災・減災対策を定める防災指

針の策定を含めた⽴地適正化計画の改定を⾏います。 

 

11)防災協定の締結 

災害物資の提供や物資輸送をはじめとした防災協定の締結、加えて⾃治体間の応援協定締

結に取り組んでいます。 

 

12)⼈材育成 

災害発⽣時に的確に対応できるかは、実際に⾏う「⼈材」に依るところが大きいため、市

では防災担当職員だけではなく、災害発⽣から復旧・復興に携わる多くの職員の災害対応⼒

強化を図るため、訓練・研修会の実施や専⾨機関の派遣に取り組みます。 
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4.4 浸水対策ロードマップ 

浸水対策には、河川や下水道（⾬水）の整備、ポンプ場や調整池の整備など様々なメニュ

ーが考えられますが、取り組みに要する費⽤や得られる効果に差があることから、「選択と

集中」による効果的・効率的な対策メニューを選定し、取組期間を短・中期と区分し、浸水

対策ロードマップによる計画的な整備を進めていきます。 

  ロードマップの期間︓20 年間 

  短期︓    5 年間（令和 5 年〜令和９年） 

  中期︓短期後 15 年間（令和 10 年〜令和 24 年） 

 

ステップ１︓効果度と経済性による評価 

  効果度︓シミュレーションによりそれぞれの対策を実施した場合の床上浸水⾯積の減

少の割合を効果度として評価しました。 

  経済性︓それぞれの対策費⽤と効果度の関係を整理して評価しました。 

ステップ２︓実現性の評価 

  対策を実施する場合の実現性として「⽤地取得の必要性、難易度」「事業期間の

⻑さ」「施⼯性」「維持管理性」などの観点から評価しました。 

ステップ３︓優先度の評価 

  ステップ１，２の結果を踏まえ、経済的効果、早期の実現可能性等により優先度

の評価を⾏い、対策メニューを短期、中期に分類しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.1 対策メニューの選定イメージ 

経済性
費用

実
現

性

A

B

C

D

効果度（大）・経済性（大）効果度（大）・経済性（小）

効果度（小）・経済性（大）効果度（小）・経済性（小）
対策メニュー
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表 4.4.1 事業管理ロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

調整・整備
効果

みやま市 調整・整備
ため池の活⽤（灰交池など） 効果
荒尾市 調整・整備
⾬水幹線整備、北新地⾬水ポンプ場の整備 効果
南関町 調整・整備
田んぼダム（上⻑田地区） 効果
●中心的な役割、▲補佐的な役割

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

PDCAサイクルによる事業管理（概ね5年毎⾒直し）
済 短期

排水対策
⾏政主体 市⺠主体

国 県
関連
市町

市 関係者 市⺠

中期

下水道⾬水幹線の整備
白川⾬水幹線

●

下水道⾬水幹線の整備
諏訪⾬水幹線、三川⾬水幹線

●

河川の整備
隈川、白銀川、堂⾯川、大牟田川、諏訪川

●

河川の整備
手鎌野間川

●

河川の整備
船津新川

●

排水の改良
手鎌樋⾨、歴木樋⾨、諏訪町樋⾨、浜町樋⾨、局所対策など

●

調整池の整備
大牟田川調整池︓新設

●

調整池の整備
手鎌南川調整池︓新設

●

ため池の貯留機能有効活⽤
三田堤、小野溜池など

● ●

田んぼダム
隈川流域︓釈迦堂地区

●

施設貯留
グラウンド貯留・公園貯留など

●

ポンプ場の排水能⼒の向上
三川ポンプ場、白川ポンプ場、諏訪ポンプ場、浜田町ポンプ場など

●

排水ポンプの新設
臼井地区

●

ポンプ場の耐水化
三川ポンプ場、明治ポンプ場、浜田町ポンプ場、諏訪ポンプ場など

●

●

防災意識の向上
防災訓練、防災学習、防災士の養成など

▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲

● ●

ハ
ー
ド
対
策

流
す

溜
め
る

排
水
す
る

ソ
フ
ト
対
策

防災情報の提供
リアルタイム情報収集の機器整備、情報発信システムの整備など

● ● ▲ ● ▲ ▲

地域コミュニティとの連携
防災訓練、防災学習、防災士の育成、ボランティア活動支援など

▲ ▲ ● ▲ ▲

排水ポンプ⾞の整備
●

⑳

㉑

㉒

関
連
市
町
対
策

● ▲

災害の拡大防⽌
防災訓練、備蓄物資の整備、維持管理の充実など

▲ ● ● ●⑲

● ▲

● ▲
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4.5 概算事業費 

事業費の総額は 20 年間で約 330 億円が⾒込まれます。 

短期対策、中期対策では、以下の概算内訳となります。 

 

表 4.5.1 概算事業費 

 費⽤ 

短期対策（5 年間） 110 億円 

中期対策（15 年間） 220 億円 

合計 330 億円 

 

※ 本市で実施する事業の概算事業費となっています。 

※ 事業の実施に際しては、本市の財政状況を踏まえながら、国の補助⾦等の有利な財源

を最大限活⽤し、計画的に取り組みます。 

※ 事業費の中には「今回、新たに位置づけられた対策」と「既存の対策」、双⽅の費⽤

を含んでいますが、福岡県や熊本県、周辺市町の費⽤は含みません。 
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4.6 今後 20 年間の取り組みと浸水軽減効果 

今後 20 年間の浸水対策の主な取り組みは以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6.1 ハード対策の⼀覧 

今後 20 年間の取り組み 
（ハード対策） 
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4．具体的な浸水対策の展開 
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令和 2 年 7 ⽉豪⾬において、対策を実施した場合の浸水軽減効果をシミュレーションで確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6.2 浸水軽減効果（令和 2 年 7 ⽉豪⾬実績と対策案の実施後の試算） 

令和 2 年豪⾬の床上浸水 

（実績︓大牟田市調べ） 

令和 2 年豪⾬の床上浸水 

（推計︓対策案の実施後） 

※ 推計に適⽤した浸水解析は、大牟田市全域の浸水傾向をマクロ的（地形の地盤を 25ｍ×25ｍで表現等）に

把握したものであるとともに、水路等における⼟砂等の堆積や閉塞等の影響、小規模水路の影響は考慮して

いないため、実際の浸水状況とは異なる場合があります。 
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◆大牟田市排水対策基本計画検討委員会 

大牟田市排水対策基本計画検討委員会（事務局︓大牟田市※）は、学識者と市⺠代表、及

び⾏政関係機関からなる 14 名で構成され、令和 4 年 1 ⽉〜令和 5 年 3 ⽉まで 5 回開催さ

れました（「委員名簿」参照）。 

※都市整備部、産業経済部、企業局、防災危機管理室、教育委員会 

 

表 1 検討委員会の開催経過 

委員会 開催⽇ 協議概要 

第 1 回 令和 4 年 1 ⽉ 14 ⽇ 被災概要、これまでの取り組み、検討⽅法・手順など 

第 2 回 令和 4 年 6 ⽉ 9 ⽇ 弱点箇所の抽出と対策の⽅向性 

第 3 回 令和 4 年 11 ⽉ 30 ⽇ ⽬標と対策案 

第 4 回 令和 5 年 1 ⽉ 25 ⽇ 排水対策基本計画の⽴案（書⾯開催） 

第 5 回 令和 5 年 3 ⽉ 10 ⽇ 排水対策基本計画の⽴案 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 第 1 回検討委員会 図 2 第 2 回検討委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 第 3 回検討委員会 図 4 第 5 回検討委員会 
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大牟田市排水対策基本計画検討委員会設置要綱 

 

（⽬的） 

第 1 条 大牟田市排水対策基本計画（以下「本計画」という）の策定にあたり、排水の弱点箇所

を抽出するための手法や対策案、また、その対策案の優先順位や期間の検討等を⾏うために、大

牟田市排水対策基本計画検討委員会（以下「委員会」という）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項を検討するものとする。 

（１） 排水の弱点箇所の抽出手法に関すること 

（２） 対策案に関すること 

（３） 対策案の優先順位、期間に関すること 

（４） 前３号に掲げるもののほか、本計画策定にあたり必要と認めること 

 

（組織等） 

第 3 条 委員会は別表 1 に掲げる者で組織する。 

２ 委員については前項に掲げる者のほか、委員会が必要と認める者を任命できるものとする。 

３ 委員の任期は、本計画を策定する⽇までとする。 

 

（委員⻑） 

第 4 条 委員会に委員⻑を置く。 

２ 委員⻑は、大牟田市⻑が指名する者とする。 

 

（委員会の運営） 

第 5 条 委員会は委員⻑が招集し会議の議⻑となる。 

２ 委員⻑は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。 

４ 委員⻑が、必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明⼜は意⾒を聴くこ

とができる。 

５ 前４項に掲げるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員⻑が別に定める。 

 

（オブザーバー） 

第 6 条 委員会のオブザーバーは、委員⻑の要請に応じて委員会に出席し、意⾒を述べることが

できるものとする。  
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（事務局） 

第 7 条 委員会の業務を処理するため、委員会に事務局を置く。 

２ 事務局は、大牟田市都市整備部流域治水推進室に置く。 

 

（その他） 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員⻑が委員会に

諮り定める。 

 

付 則 

この要綱は、令和 4 年 1 ⽉１４⽇から施⾏する。 

この要綱は、令和 4 年 6 ⽉９⽇から施⾏する。 

この要綱は、令和 4 年 11 ⽉ 30 ⽇から施⾏する。 
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別表１ 委員名簿（第 1 回） 

 氏名 所属 備考 

１ 渡辺 亮⼀ 福岡大学⼯学部社会デザイン⼯学科教授 委員⻑ 

２ 喜多島 礼和 福岡県河川整備課課⻑  

３ 野口 寿⽂ 福岡県下水道課課⻑  

４ 池田 芳和 福岡県農⼭漁村振興課課⻑  

５ 菰田 武志 熊本県河川課課⻑  

６ 城⼾ 邦宏 みやま市建設課課⻑  

７ ⻄田 勝⼆ 荒尾市⼟木課課⻑  

８ 開田 和則 荒尾市企業局建設課課⻑  

９ 嶋永 健⼀ 南関町建設課課⻑  

10 江崎 君⼦ みなと校区まちづくり協議会会⻑  

11 ⾦⼦ 英彦 明治校区まちづくり協議会会⻑  

12 江口 良夫 天の原校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

13 徳永 京⼦ 手鎌校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

14 柳田 公司 九州地⽅整備局地域河川課課⻑ オブザーバー 

 

別表１ 委員名簿（第２回） 

 氏名 所属 備考 

１ 渡辺 亮⼀ 福岡大学⼯学部社会デザイン⼯学科教授 委員⻑ 

２ 北野 靖 福岡県河川整備課課⻑  

３ 野口 寿⽂ 福岡県下水道課課⻑  

４ ⼭口 聡 福岡県農⼭漁村振興課課⻑  

５ 仲田 裕⼀郎 熊本県河川課課⻑  

６ 城⼾ 邦宏 みやま市建設課課⻑  

７ ⻄田 勝⼆ 荒尾市⼟木課課⻑  

８ 開田 和則 荒尾市企業局建設課課⻑  

９ 嶋永 健⼀ 南関町建設課課⻑  

10 ⾦⼦ 英彦 明治校区まちづくり協議会会⻑  

11 江口 良夫 天の原校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

12 徳永 京⼦ 手鎌校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

13 吉永 勝彦 九州地⽅整備局地域河川課課⻑ オブザーバー 
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別表１ 委員名簿（第 3〜5 回） 

 氏名 所属 備考 

１ 渡辺 亮⼀ 福岡大学⼯学部社会デザイン⼯学科教授 委員⻑ 

２ 北野 靖 福岡県河川整備課課⻑  

３ 野口 寿⽂ 福岡県下水道課課⻑  

４ ⼭口 聡 福岡県農⼭漁村振興課課⻑  

５ 仲田 裕⼀郎 熊本県河川課課⻑  

６ 城⼾ 邦宏 みやま市建設課課⻑  

７ ⻄田 勝⼆ 荒尾市⼟木課課⻑  

８ 開田 和則 荒尾市企業局建設課課⻑  

９ 嶋永 健⼀ 南関町建設課課⻑  

10 林田 寿 みなと校区まちづくり協議会会⻑  

11 ⾦⼦ 英彦 明治校区まちづくり協議会会⻑  

12 江口 良夫 天の原校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

13 徳永 京⼦ 手鎌校区⺠⽣委員・児童委員協議会会⻑  

14 吉永 勝彦 九州地⽅整備局地域河川課課⻑ オブザーバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料編

   81



資料編

   82



資料編

   83



資料編

   84



資料編

   85



資料編

   86



資料編

   87



資料編

   88



資料編

   89



資料編

   90



資料編

   91



資料編

   92



資料編

   93


